
 
 

福島大学におけるカスタマー・ハラスメントに対する基本方針 
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１．はじめに 

福島大学（以下「本学」という。）は、一人ひとりの違いと人権を尊重し、すべての

職員が安心して働ける環境づくりを目指しています。 

その一方で、近年、社会通念上許容される範囲を超えた言動等、いわゆるカスタマ

ー・ハラスメントによって、職員の尊厳が損なわれ、職場環境や教育・研究環境が害

される事案が発生しています。 

このような状況を受け、本学の社会的使命を確実に果たすため、福島大学における

カスタマー・ハラスメントに対する基本方針に基づき、本学で働くすべての職員の人

格と尊厳を守ることを最優先し、精神的・身体的被害を未然に防ぐとともに、安全で

働きやすい環境づくりの確保に一層努めていきます。 

 

２．本学におけるカスタマー・ハラスメントの定義 

本学の施設の利用者、取引の相手方、学生等の保護者、地域住民その他の本学が行

う事業に関係を有する者からの本学に対する言動のうち、職員が従事する業務の性質

その他の事情に照らして社会通念上許容される範囲を超えたものにより、職員の就業

環境が害されるものをいいます。 

 

【該当する行為の例示】 

・本学職員への攻撃、一方的な要求 

・不当な金銭補償、謝罪等の要求 

・継続的な（繰り返される）、執拗な（しつこい）言動、要求 

・契約の内容を大きく超える役務の提供の要求又は契約金額の減額の要求 

・本学の業務と関係のない不当な損害賠償の要求 

・身体的な攻撃（暴行、傷害） 

・精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉毀損、侮辱、暴言） 

・性的な言動 

・威圧的・差別的・屈辱的な言動 

・拘束的な行為（長時間又は複数回に渡る電話、メール等） 

・土下座の要求、不当な役務の提供要求 

・本学職員の個人情報の投稿（無許可での撮影等含む）、誹謗中傷等（ＳＮＳ/イン

ターネット等への投稿含む） 

 

３．本学におけるカスタマー・ハラスメントへの対応姿勢 

本学に対する言動がカスタマー・ハラスメントに該当すると本学が判断した場合、

組織として毅然とした態度で対応し、以後の対応をお断りします。 

また、特に悪質又は犯罪行為と認められる場合には、速やかに警察、弁護士等の外

部の関係機関と連携し、文書による警告、施設への出入りの禁止、仮処分命令の申立

て、損害賠償の請求その他の法的措置も含めて厳正に対処します。 

 


